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❝Unite for Good❞「よいことのために手を取り合おう」 

国際ロータリー第 2520地区 

仙台宮城野ロータリークラブ 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

12 月のロータリー月間テーマ 

「疾病予防と治療月間」 

12月のロータリーレート 

1㌦＝154円 

【会 場】 

ホテルメトロポリタン仙台  

２１階 銀河 12：30～13：30 

【本日の卓話】 

東北福祉大学女子ソフトボール部 

監督 舟山健一様  

 

『いわゆる「最近の学生」 

との関わり方 

～新しい指導は、正しい指導か？～』 

【12月】 

11日（木）移動例会 「職場訪問 冨田マテックス㈱ 仙台工場」 

18日（木）→例会変更 20日（土）親睦夜間例会「クリスマス家族会」 

21日（日）親睦ゴルフコンペ 

25日（木）休 会 

【本日の例会】 

◇ 開会点憧 

1. ロータリーソング    ・・・ 君が代・奉仕の理想 

2. ゲスト及びビジター紹介 ・・・ 親睦委員長 

3. 会 長 挨 拶     ・・・ 小幡 敏美 会長 

4. 幹 事 報 告     ・・・ 佐藤 英征 幹事 

5. ニコニコＢＯＸ     ・・・ S･BOX委員長 

6. 出 席 報 告     ・・・ 出席委員長 

7. 卓     話     ・・・ 舟山健一様 

8. ロータリーソング    ・・・ 四つのテスト 

◇ 閉会点憧 

 

 

 

 

11 月 27日 会長幹事報告 

 

【ゲスト】 

株式会社舞台ファーム 代表取締役社長 針生 信夫 様 

【見学者】 

フォレストアップ法律事務所  弁護士 上林 佑様 

〇国際ロータリー第 2520 地区 仙台事務所移転のお知らせが届いております。 

〇仙台東ロータリークラブより１1月度会報が届いております 

12月のお誕生日 

10日  澤田 一幸 会員 

26日  我妻  崇 会員 

30日  佐藤 英征 会員 

おめでとうございます！ 

mailto:miyaginorc@dune.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 13 日卓話報告 

 

 

株式会社舞台ファーム 

代表取締役社長 針生 信夫様 

 

 

「農業の未来は明るい 

～農業会社から食料供給企業へ～」 
 

 

 

 

 

 

私は、アイリスオーヤマと約 12年前パックライス事業、約 100 億円規模の投資を担う社長として就任し現在 470

億円規模にまで成長し昨年 9月に退任しバトンタッチをしました。 

それは復興支援という強い思いからでした。あれから 13年、農業と食を軸に挑戦を続けてきました。 

二年前、総理官邸に招かれ、国家の成長戦略に関わる 6社の 1つに選ばれました。 

総理、閣僚、日銀総裁、財界トップが並ぶ中、「日本の食を供給しうる可能性を持っている舞台ファームだ」と評

価いただきました。 

 

私は宮城県の農業高校出身、15代続く農家の息子です。3000坪の屋敷を持つ家で育ち、農業の厳しさも魅力も体

で覚えました。 

農業は今や世界的な大産業に変わりつつあります。 

当社グループは現在 53 億円規模。震災など天災リスクを受けやすい産業ですが、数年後には 85〜110 億円規模

を見込めるようになりました。営業利益率も 8%を超える仕組みに変えていきたいと思っております。 

私は最大 55 億円の債務超過を背負った時期もありますが、現在は約 20億円まで圧縮。あと数年で完済し、強い

レバレッジをかけて成長をさらに加速させる計画です。 

 

舞台ファームの目指す姿 

「未来のおいしいを共に創る」。 

“創る”は制作(作業)ではなく“想像力の創造”。 

“共に”は“仲間” 

パッションと情報とチャレンジこそ、農業の未来を拓く力です。 

 

「農業の枠」を超える＝他社産業との掛け算で、新ビジネスを創造。食料の安定供給へ 

TPP ではなく「TPP×A」（徹底的にパクってアレンジ） 

私は優秀な会社を研究し、仕組みを“因数分解”し、徹底的に模倣し、さらにアレンジして新しい価値を生む 

「TPP×A」という考え方を採用しています。 

 

40 年前、農家は 370万人。5年前には 120万人。そして今年は 78万人。 

2030 年までにさらに 30 万人以上が離農すると言われています。 

しかし私は、これは新しい仕組みが活躍する余白が広がるチャンスだと考えています。 

 

・新品種「にじのきらめき」の可能性 

地球温暖化で「コシヒカリ」「あきたこまち」が育ちにくくなっている今、暑さに強く、暑いほどよく育つ米「に

じのきらめき」が注目されています。当社は 13,000トン規模の種供給を行う国内最大手。この品種へ切り替える

だけで、全国生産量が大幅に増える可能性があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 27 日 ニコニコ BOX 

横山昭一会員…針生社長ようこそ宮城野ロータリークラブへ 本日を楽しみにしておりました。 

柿沼岳範会員…千玄室様（元 RI理事）のお別れの会に参列の為本日は欠席となります。 

 

・日本の農業の未来：10 年で 70%、15年で 90%が自動化 

ロボットと再生エネルギーの活用により、食料生産は急速に自動化が進みます。 

「食料が高くなるのでは？」という心配もありますが、再生可能エネルギーとロボティクスによる安定生産

により、むしろ価格は一定に保たれる可能性が高いと見ています。 

さらに、田んぼの上にソーラーを設置して、大規模な発電所として活用する取り組みも進んでいます。 

現在、大手の不動産会社やメーカーから「舞台ファームなら確実に 10年先まで農業を続けて頂ける、一緒に

やりませんか」と声がかかっている状況です。 

 

 

・鮮度革命「いきてるレタス」 

すでに生産工程の 90%が自動化され、毎日 45,000 株のレタスを年中無休で生産しています。 

エネルギー調整により、通常より 4日早くで育てる技術も確立。 

廃棄ロスは 1%以下で、スーパーへの供給も高効率です。 

私たちは、常識を超えた発想で農業を変えています。 

生きたレタスをそのままスーパーに届け、廃棄ロスを激減させる仕組み 

 

 

「なるほど」 × 「まさかそう来たか」 → 「うそでしょ」 

農業を変えていく。 

これが舞台ファームの挑戦です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団表彰 

森川 昭正 PDGが メジャードナーlevel4 

法人でべネファクター に認証されました！ 

ロータリー財団への寛大なご支援をされたことへの感謝を伝える 

証として、認証の品が授与されました。おめでとうございます！ 

 

メジャードナーlevel １(左) 

Level ４で大きさが変わります 


